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２. 第 7 期諮問文 

 

諮問 
 

 私たちの日々の生活や事業活動は、科学技術の発達に伴い、快適で便利なも

のになり、その豊かさを享受する一方で、環境への負荷が蓄積され、身近な生

活環境のみならず地球環境にまで拡大・深刻化しています。 

 こうした問題に対処し、環境への負荷の少ない持続可能な社会を構築してい

くためには、これまでの社会経済活動や生活様式を見直すことが必要です。 

 世田谷区においては、「環境基本計画」との整合性を図りながら、「一般廃棄

物処理基本計画」を策定し、ごみ減量を推進すべく川上に重点を置き、ごみそ

のものを減らす施策を展開してきたところですが、ごみの減少傾向は近年横ば

い状況であり、更なるごみの減量施策の展開が求められています。 

区では現在、２０年後の世田谷区の将来展望を描く「新たな基本構想」の策

定に向け検討を重ねています。清掃・リサイクル分野においても、平成 27 年度

を初年度とする向こう１０ヵ年を見通した「新たな一般廃棄物処理基本計画」

の策定に向け検討を開始したところです。 

そこで、これらの状況を見据え、環境に配慮した持続可能な社会を実現し、

健康で快適な生活を次世代に引き継ぐために「世田谷らしい更なるごみ減量施

策について」諮問いたします。 

 

平成２５年３月１２日 

世田谷区長 保 坂 展 人 
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３．世田谷区清掃・リサイクル審議会審議経過 

 

開 催 日 内  容 

第１回 24 年 12 月 21 日 ＊清掃・リサイクル事業の概要について 

  

第２回 25 年 3 月 12 日 ＊区長諮問「世田谷らしい更なるごみ減量施策について」 

 ＊諮問理由説明 

＊講話 早川会長「日本のごみ処理の歴史と今後の課題」 

第３回 25 年 5 月 24 日 ＊世田谷区の現況について 

 ＊世田谷区一般廃棄物処理基本計画の実績・評価について 

第４回 25 年 8 月 23 日 ＊諮問事項の審議 

次期世田谷区一般廃棄物処理基本計画について 

世田谷区一般廃棄物処理基本計画の課題について 

答申までのスケジュールの説明 

第５回 25 年 12 月 19 日 ＊諮問事項の審議 

  世田谷区一般廃棄物処理基本計画(骨格)について 

審議会第 1回から第４回までの審議内容について 

  答申（構成案）について 

第６回 26 年 3 月 4 日 ＊諮問事項の審議 

  答申（素案）について 

  世田谷区の地域特性について 

第７回 26 年 5 月 23 日 ＊諮問事項の審議 

  答申（案）について（まとめ） 

第８回 26 年 8 月 25 日 ＊答申(最終案)の確認について 

 

＊答申「世田谷らしい更なるごみ減量施策について」 答申 26 年 8 月 25 日 
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４．東京２３区のごみ処理とリサイクルの歴史（江戸～平成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 出典：東京二十三区清掃一部事務組合「ごみれぽ２０１３」
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５.世田谷区の現況資料 

（１）特別区の面積と人口 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：特別区協議会「第 32 回 特別区の統計」 
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１ 世田谷区の人口、面積、世帯数等 （２）世田谷区の人口 

総人口   860,749 人 

面積    58.084 km2

総世帯数  448,179 世帯 

人口密度  14,819 人/km2

（平成 25 年 1 月 1 日の住民基本台帳による。） 

東京 23 区の中では、人口、世帯数ともに第１位である。 
 

 
烏山地域 北沢地域  千歳烏山 

 
下北沢 

 

 

 経堂
世田谷地域 

 
三軒茶屋 

 
成城学園前

 
砧地域 桜新町  

 

 二子玉川 

 

 

 
玉川地域  

世田谷区の人口・世帯数 

単位：世帯数＝世帯、人口・人口密度＝人、面積＝ｋｍ2

人 口 
１世帯

あたり

の人数

人口密度 
総 数 

地 域 世帯数 面 積 (1K ㎡あ

たり) 
男 女 （人口に対する百分

比％） 

448,179 860,749 410,829 449,920 14,819 1.92区内全域 （100.00） 58.084 

130,552 236,050 112,332 123,718 19,140 1.81世田谷地域 （27.42） 12.333 

82,209 144,018 68,837 75,181 16,659 1.75北沢地域 （16.73） 8.645 

104,938 213,470 100,532 112,938 13,494 2.03玉川地域 （24.80） 15.82 

72,488 155,196 75,153 80,043 11,440 2.14砧地域 （18.03） 13.566 

烏山地域 
57,992 112,015 53,975 58,040  14,510 1.93（13.01） 7.72 

※平成 25 年 1 月 1日現在の住民基本台帳を基に作成。  
※住民基本台帳法の改正（平成 24 年 7月 9日）により、外国人も含まれている。 

 （注）人口に対する百分比％は四捨五入処理により内訳と総数が一致しない場合がある。 

 

 
※平成２３年 世田谷区基本構想審議会資料より数値のみ平成２５年度データに差し替えたもの 
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（３）世田谷区将来人口の推計 

（１）総人口 
世田谷区の総人口は、平成 35（2023）年には 873,332 人となり、現在の人口（平成 25 年）と比

較して 27,410 人増加する。また、平成 50（2038）年には 883,009 人に達する見込みである。 

 

図表 4 世田谷区人口の将来推計値（総人口） 

 
 

845,922 

873,332 

883,009 

820,000

830,000

840,000

850,000

860,000

870,000

880,000

890,000

平成25年比
全期間最大差：

（人）37,087 
(人)

平成25年比
推計期間最大差：

（人）27,410 

【 推 計 】 【 見 込 み 】

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 平成25年 平成30年 平成35年 平成40年 平成45年 平成50年

総人口 845,922 861,383 873,332 879,035 881,360 883,009

100 102 103 104 104 104

上段：人数（人）

下段：平成25年の人数を100とした場合の値

 
 
 
 
 ※世田谷区基本計画(平成 26~35 年度)資料 世田谷区将来人口の推計より 
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図表 7 年齢 3階層別人口の推移 

 
 

97,521  107,756 

89,704 

163,484 

180,602 

221,996 

584,917  584,973 

571,309 

350,000

400,000

450,000

500,000

550,000

600,000

650,000

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

平成25年 平成30年 平成35年 平成40年 平成45年 平成50年

年少人口

高齢者人口

生産年齢人口

【 推 計 】 【 見 込 み 】

【
生
産
年
齢
人
口
】

【
年
少
人
口
・
高
齢
者
人
口
】

（人）（人）

平成25年比：

（人）56 
平成25年比：

（人）-13,608 

平成25年比：

（人）58,512 

平成25年比：
（人）17,118 

平成25年比：
（人）10,235 

平成25年比：

（人）-7,817 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成25年 平成30年 平成35年 平成40年 平成45年 平成50年

年少 97,521 103,290 107,756 104,121 96,806 89,704

0～14歳 100 106 110 107 99 92

生産年齢 584,917 579,620 584,973 587,472 581,939 571,309

15～64歳 100 99 100 100 99 98

高齢者 163,484 178,473 180,602 187,443 202,615 221,996

65歳以上 100 109 110 115 124 136

上段：各年齢階層の人数（人）

下段：各年齢の平成25年の人数を100とした場合の値

 
 
 
 
 
 
 
 

図表 8 年齢 3階層別人口比率の推移 

 
平成25年 平成30年 平成35年 平成40年 平成45年 平成50年

0～14歳 11.5% 12.0% 12.3% 11.8% 11.0% 10.2%

15歳～64歳 69.1% 67.3% 67.0% 66.8% 66.0% 64.7%

65歳以上 19.3% 20.7% 20.7% 21.3% 23.0% 25.1%

 

 

 

 

 

 

※世田谷区基本計画(平成 26~35 年度)資料 世田谷区将来人口の推計より  
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（２）総世帯 

将来人口の増加に伴い、総世帯数は増加し続け、平成 35（2023）年には 449,660 世帯となり、

現在の世帯数（平成 25 年）と比較して 29,150 世帯増加する。また、平成 50（2038）年には 462,293
世帯に達する見込みである。 

 
図表 40 世田谷区の総世帯数の将来推計値 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

男女計 平成25年 平成30年 平成35年 平成40年 平成45年 平成50年

総世帯 436,603 444,371 449,660 453,695 457,572 462,293

１世帯当たりの人数 1.94 1.94 1.94 1.94 1.93 1.91

 

436,603 

449,660 

462,293 

420,000

425,000

430,000

435,000

440,000

445,000

450,000

455,000

460,000

465,000

(世帯)
平成25年比

全期間最大差：
（世帯）39,697

【 推 計 】 【 見 込 み 】

平成25年比
推計期間最大差：

（世帯）29,150

 
 
 
 
 
 

※世田谷区基本計画(平成 26~35 年度)資料 世田谷区将来人口の推計より 
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（４）世田谷区の地域特性の析出 

わが国の人口構成は、現状として概ね60 代前半の層がピークとなっており、20 年後 

はこの層の約7 割が80 代前半をむかえて後期高齢者となる。この80 代前半の層は、 

女性が第2 の大きなピークを形成する一方、男性は60 代層よりは小さな層となる見込 

みである。このことから、「長寿化した社会は、高齢者のなかでも年齢層の高いところ 

に女性人口が多いという傾向があり、人口高齢化社会の特徴は高齢女性の問題でもあ 

ることに留意する必要がある」。（京極・髙橋,2008）。 

（1）世田谷区の人口ピラミッド 

ここでは、世田谷区の人口ピラミッドについて概観する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図：世田谷区の人口ピラミッド 

※平成２３年度 せたがや自治政策研究所研究報告より  
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(2)家族形態の世帯別割合の現状と推移 

世田谷区における世帯構成は、どのようになっているのだろうか。現状とこれまでの 

推移について以下で見ていこう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図：世田谷区の各世帯率 出典：国勢調査H17 

 

 

 

 

 

 

 

 

図：世田谷区の家族形態別世帯数の年次推移および将来予測 

出典：『東京都世帯数の予測 平成21 年3 月』東京都 ※H12・H17 年は国勢調査結果 

 

世帯では「単独世帯」と「核家族世帯」（夫婦のみ世帯＋親と子どもの世帯）が大きな 

割合を占めていることが分かる。具体的に「単独世帯」の全体に閉める割合は48%、「核家族世帯」は46%

となっており、「単独世帯」と「核家族世帯」が世帯の構成をほぼ二分 

している。そして、総世帯数は平成12 年の388,879 世帯から、平成37 年までには449,516 

世帯に増加することが見込まれている。 

 

 

※平成２３年度 せたがや自治政策研究所研究報告より  
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(3)家族形態と年齢の関係 

世田谷区において、世帯と世帯主の年齢についてどのような傾向があるのだろうか。 

まずは「単独世帯」についてグラフで現状を示したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国勢調査 H17 

 

【グラフから読み取れること】 

・ 世田谷区の「単独世帯」は、年齢別に見ると25 歳～29 歳が最も多い。 

・ 「単独世帯」のうち、女性は75 歳～79 歳に2 つ目のピークがある。 

・ 65 歳以上の「単独世帯」は男女で異なっている。男性は他の年齢層に比べ少ないが、女 

性は 40 代～50 代の層をやや上回っている。 

 

 
※平成２３年度 せたがや自治政策研究所研究報告より 
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続いて、この「単独世帯」の分布が将来どうなるのかグラフを比較して考察する 1。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【グラフから読み取れること】 

・ 世田谷区では将来的に中高年の「単独世帯」の比率が男女ともに高まる傾向である。 

・ 75 歳以上の「単独世帯」では女性の比率が現在よりも高まると見込まれている。 

 

 

 

 

単身世帯の将来的な展望について、「海外でも単身世帯の増加に伴い、高齢単身世帯の貧 

困、公的介護サービスへの需要の高まり、社会的孤立のリスク、といった点が議論されて 

いる」（藤森,2010）。 

 

 

 

 

 

 

・ 1 世帯主の年齢別世帯率（単独世帯）＝（男女各年齢層の単独世帯数）÷（総単独世帯数） 

※平成２３年度 せたがや自治政策研究所研究報告より 
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次に、「核家族世帯」を構成する「夫婦のみの世帯」・「夫婦と子どもからなる世帯」・「ひ 

とり親と子ども世帯」の現状について、それぞれ見ていきたい。 

以下に「夫婦のみの世帯」の世帯主の年齢別世帯数の現状を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国勢調査 H17 

 

 

 

 

【グラフから読み取れること】 

・ 世田谷区の「夫婦のみの世帯」は、年齢別にみると30 歳～35 歳と70 歳～75 歳にピークが２つあるМ

字型となっている。 

・ М字型になる背景ついて、若い「夫婦のみの世帯」は子どもを持つことで親と子の世帯に移るため 

減少し、子どもが独立して子どもと同居せずに再び「夫婦のみの世帯」になる傾向などが考えられ 

る。 

 
 
 ※平成２３年度 せたがや自治政策研究所研究報告より 
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 (６）世田谷区の土地利用現況 

 

 １．建物利用 

（１）建物棟数 

（２）総建築面積 

※平成２３年度 世田谷区土地利用現況調査より 
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２．階数 

 

（１）階数別棟数 

 

（２）建物用途別平均階数 

※平成２３年度 世田谷区土地利用現況調査より 
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世田谷らしい更なるごみ減量施策について 

(世田谷区清掃・リサイクル審議会答申) 

     

    世田谷区清掃・リサイクル審議会 平成２６年８月発行 

 

(事務局：世田谷区清掃・リサイクル部管理課)  

〒１５４－８５０４  

世田谷区世田谷４－２１－２７  

電  話 ０３（５４３２）２９２２  

ＦＡＸ ０３（５４３２）３０５８  

e-mail SEA02239@mb.city.setagaya.tokyo.jp 

※ 審議会答申は、世田谷区ホームページからもご覧いただけます。  

世田谷区ホームページ⇒暮らし・手続き⇒ごみ・リサイクル  

⇒清掃・リサイクル審議会⇒清掃・リサイクル審議会（諮問第７号） 
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	（１）総人口
	世田谷区の総人口は、平成35（2023）年には873,332人となり、現在の人口（平成25年）と比較して27,410人増加する。また、平成50（2038）年には883,009人に達する見込みである。
	（２）総世帯
	将来人口の増加に伴い、総世帯数は増加し続け、平成35（2023）年には449,660世帯となり、現在の世帯数（平成25年）と比較して29,150世帯増加する。また、平成50（2038）年には462,293世帯に達する見込みである。




